
“八十八ヶ所札所”と聞いて思い浮かぶのは、四国八十八ヶ所遍路では
ないでしょうか。四国八十八ヶ所遍路は、弘法大師空海が四国の山野をめ
ぐって修行したという伝承にちなんで88ヶ所の霊場を巡拝するもので、室町
時代頃から始められたといわれます。巡礼の目的は心

しん

願
がん

成
じょう

就
じゅ

、先祖や親
の供養、極楽往生などさまざまで、仏教と民間信仰が合わさり、今日見ら
れるような遍路習俗が成立したと考えられています。
江戸時代になると四国八十八ヶ所遍路は一般の民衆にも広がりました。

四国巡礼が一般化されると「新四国八十八ヶ所」と呼ばれる霊場が各地に
設定されるようになり、身近な霊場として盛んに信仰されるようになります。
地域によっては独自の“講

こう

”（神仏を祭り、または参詣する同行者で組織する）
をつくって巡礼を行い、千葉県北西部だけで10余の講があったことが確認
されています。船橋市にかかわる霊場としては、船橋西部から市川・松戸
にかけての葛飾大師と、船橋・八千代・習志野・鎌ヶ谷・白井にまたがる
吉
よし

橋
はし

組
ぐみ

八十八ヶ所霊場の二つがあります。吉橋組霊場は吉橋組大師講が
運営しており、春秋の2回、5日間にわたって遍路が行われていました。
飯
は

山
さ

満
ま

町
ちょう

の1丁目の能
のう

満
まん

寺
じ

と高根町の観
かん

行
ぎょう

院
いん

はともに真
しん

言
ごん

宗
しゅう

豊
ぶ

山
ざん

派
は

の
寺院で、それぞれ吉橋組大師講の札

ふだ

所
しょ

となっており、札所の配置と順路が
描かれた扁額形式の大絵馬が一面ずつ奉納され、保存されています。

八
はち

十
じゅう

八
はち

ヶ
か

所
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札
ふだ

所
しょ

大
おお

絵
え

馬
ま

船橋の八十八ヶ所遍路図

P82・B-3 飯山満町／能満寺  P82・B-1 高根町／観行院  市指定有形民俗文化財  見学の際は要事前連絡

▶
能
満
寺
の
八
十
八
ヶ
所
札
所
大
絵
馬
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〈観行院〉
 船橋市高根町1226　
 047-436-2898（船橋市教育委員会 文化課）
 JR東船橋駅から船橋グリーンハイツ行きバスで「高根小学校前」
下車、徒歩10分　
 昭和57年3月31日

能満寺に保存されているもの（P60下写真）は縦71cm、横89cmで、杉
の三枚板に彩色で描かれています。八十八ヶ所の寺堂が描かれ、「一番 
吉橋 釈迦堂」「十二番 下飯山満 能満寺」など、札所の番次、地名、寺
社名が書かれています。それぞれの寺堂は同一の様式で描かれています
が、能満寺だけには礼拝する二人の男女が描き添えられています。製作
年ははっきりわかっていませんが、画風・技法などから、江戸時代末期から
明治時代頃の製作と推定されています。
観行院に奉納されているもの（上写真）は縦71cm、横99.6cmで、能満寺

と同様、杉の三枚板に彩色で描かれています。描かれている札所は八十
八ヶ所のなかの八十六ヶ所。こちらも能満寺と同様「十五番 高根 観行院」
というように札所の番次、地名、寺社名が書き込まれています。小

こ

金
がね

下
しも

野
の

牧
まき

の放牧馬の姿のほかに海老川とその支流、桑
かん

納
のう

川
がわ

と花見川も描かれており、船橋大神宮などの
特色をもつ土地について特別に風景が描かれてい
る点で能満寺のものと異なっています。

秋葉神社
高根駐在所

高根小文

8

緑
台
入
口

高根公民館● 高
根
小
学
校
前

〈能満寺〉
 船橋市飯山満町1-581　
 047-436-2898（船橋市教育委員会 文化課）
 JR東船橋駅から芝山団地行きバスで「吹上」下車、徒歩10分　
 昭和57年3月31日

▶
観
行
院
の
八
十
八
ヶ
所
札
所
大
絵
馬

飯山満町
神明神社

8総合教育
センター

清掃センター

●

●

東葉高
速線

船橋整形
外科病院

無量寺
卍

芝山団地入口

吹上
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飯
は

山
さ

満
ま

町
ちょう

2丁目の堂に安置されている木造地蔵菩薩坐像は「ゆるぎ地
蔵」と呼ばれています。一木から彫られた像で、像高は172cm、頭頂から
あごまでの長さは50cm、蓮

れん

台
だい

の高さは29cmあります。
江戸時代、この地には「揺

ゆる

ぎの松」と呼ばれる古松がありました。この松
は有名な巨木で、根が地
上から立ち上がり、根方をく
ぐると梢

こずえ

まで揺らいだので、
この名が付いたといわれて
います。この松が枯死した
とき、それを惜しんだ里人
が木
もく

食
じき

僧
そう

に2体の地蔵菩薩
を彫刻してもらい、小さいほ
うを薬円台の高

こう

幢
とう

庵
あん

に移
し、大きいほうを松のあった
この場所に残したとされてい
ます。
「揺ぎの松」は、寛

かん

延
えん

2年
（1749）の『葛

かつ

飾
しか

記
き

』にも紹
介されていますが、松の立
つ位置が誤って記述され、
高幢庵の木っぱ地蔵が揺ぎ
の松で作られたとされていま
す。作者はともに木食僧観

かん

信
しん

と伝えられていますが、こ
との真偽は確かではありま
せん。ほぼ同時期に作られた2体の地蔵と、揺ぎ
の松、木食僧観信が結び合わされて考えられた
可能性もあるといわれています。

 船橋市飯山満町2-744-1
 047-436-2898（船橋市教育委員会 文化課）
 東葉高速鉄道 飯山満駅から徒歩10分　  昭和40年3月17日

木
もく

造
ぞう

地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

一木から彫られた仏像 「ゆるぎ地蔵」

P83・C-3 飯山満町／ゆるぎ地蔵  市指定有形文化財（彫刻） 見学自由

東福寺

東葉
高速
線

卍

卍清房院

飯山満
大宮神社

東葉高文

◀「
ゆ
る
ぎ
地
蔵
」と
呼
ば
れ
て
い
る
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
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平成13年4月に国登録有形文化財になった「東葉高等学校正門」。この
門は上

かみ

飯
は

山
さ

満
ま

村の旧家近
こん

藤
どう

四
し

郎
ろう

左
ざ

衛
え

門
もん

家の屋敷の門として使われていた
ものです。
近藤四郎左衛門家は江戸時代に複数の旗

はた

本
もと

の知
ち

行
ぎょう

地
ち

と幕府の直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

に分かれ、それぞれに名主のいた上飯山満村で名主総代を務めていた豪
農です。江戸時代末期には、同村に接していた小

こ

金
がね

下
しも

野
の

牧
まき

とよばれる幕
府の牧場の牧

もく

士
し

にも任命されています。牧士は幕府の役人の配下として牧
場の維持管理を任せられ、乗馬・帯刀などを許される、農村においてはも
っとも身分の高い存在だったといわれています。
門の規模は桁

けた

行
ゆき

11間2尺（約20.6m）、梁
はり

行
ゆき

2間
半（約4.5m）の長大なもので、腰は簓

ささら

子
こ

下
しと み

見、上
部を白漆

しっ

喰
くい

塗とし、正面と背面にせがいをつけ、
桟
さん

瓦
かわら

葺
ぶき

の寄
よせ

棟
むね

屋根を載せています。築造年代が
わかるものは残されていませんが、造りなどから明
治時代中期頃に建てられたと推定されています。
現在の門は、 東葉高等学校が近藤家屋敷跡に
建設されるのにあわせて修復され、「東葉門」の
名称で同校の正門として活用されています。

東
とう

葉
よう

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

正
せい

門
もん

（旧
きゅう

近
こん

藤
どう

家
け

住
じゅう

宅
たく

長
なが

屋
や

門
もん

）

豪農の屋敷の門

P83・C-3 飯山満町／東葉高校  国登録有形文化財（建造物） 見学の際は要事前連絡

東福寺
東葉
高速
線

卍

卍
清房院

飯山満
大宮神社

船橋二宮
郵便局〒 

ゆるぎ地蔵
●

▲現在は東葉高等学校の正門として活用されている

 船橋市飯山満町2-670-1
 047-436-2898
（船橋市教育委員会 文化課）
 東葉高速鉄道 飯山満駅から
徒歩10分
 平成13年4月24日
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